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宮崎県高等学校等教育研究会情報部会 総会 

 

総会（10：00～11：00） 

１．開会の言葉 

２．会長あいさつ 

３．来賓あいさつ 県教育委員会、宮崎公立大学 

４．議長選出 

５．議長登壇・あいさつ 

６．議事 

  （１）第 1 号議案：平成 24 年度事業・会務報告 

  （２）第 2 号議案：平成 24 年度会計決算・監査 

  （３）第 3 号議案：平成 25 年度事業計画 

  （４）第 4 号議案：平成 25 年度会計予算案 

  （５）第 5 号議案：会則確認 

  （６）第 6 号議案：全国大会について 

  （７）第 7 号議案：事務局担当校の地区割りについて 

 

７．議長あいさつ・降壇 

８．諸連絡（会費納入について） 

９．閉会の言葉 

 

研修（11：00～12：３0） 最新の ICT の動向、授業における ICT 活用、 

              校務の情報化等について 

              主任指導主事 田代 晃一 宮崎県教育委員会 

 

休憩（12：３0～13：３0） 

 

研修（13：３0～1５：３0） 授業の実践事例と全国の情報教育の現況について 

               教諭 山下 裕司 （山口県立岩国高校） 

 

情報交換（1５：３0～1６：０0） 

 

 

閉会行事（１６：００～） 

 

 



平成 2５年度 宮崎県高等学校等教育研究会情報部会 

役員  会  長  段 正一郎 （延岡高校） 

    副 会 長  鍋倉 一幸 （延岡高校） 

    事務局長  湯浅 弘一 （延岡高校） 

    庶務会計  黒木 純子 （延岡高校） 

     会計監査  上原 愛奇子（延岡星雲高校）、木原 正孝（延岡青朋高校） 

研修部       村上 啓一（都城西高校）、山口 将人（宮崎西高校） 

          亀澤 克憲（NPO 法人代表）、NPO（MESC）会員 

 

第 1 号議案 平成 2４年度の事業報告 

 

 ○総会・研修会 平成 2４年６月２２日（宮崎公立大学）に実施 

  

第 2 号議案 平成 2４年度会計決算報告 

 

 （１）平成 2４年度決算報告（別紙） 

 （２）会計監査報告（別紙） 

 

第 3 号議案 平成 2５年度事業計画 

○総会   平成 2５年５月１７日（宮崎公立大学） 

○研修会  未定 

○全国大会 8 月９・１０日（京都大学） 

 

 

 

 

 

 

第 4 号議案 平成 2５年度予算案（別紙） 

 

第 5 号議案 会則（別紙） 

       

第 6 号議案 全国大会について 

 

第 7 号議案 事務局担当校の地区割りについて 

 

 １．授業の導入・展開などの情報交換 

 ２．研修の充実・NPO 法人（宮崎教育支援協議会）との連携 

 ３．新教育課程の内容の研究 

 ４．大学との連携事業 



その他 

 

情報部会のサイトの活用について http://cms.miyazaki-c.ed.jp/ssc010/ 
  ① サイトの構成 

② ネットワーク委員の設置 

③ 教材の紹介 

④ 全会員によるサイトの構築 …（会員にパスワードを配付） 

 

連絡方法について 

・メーリングリストの作成 …（ひむかメールの活用） 

 

教科情報の授業で生徒に教える内容について 

・タブレット PC の使い方 

  ① WiFi 環境下で、共有フォルダとのファイルの送受信 

  ② アプリケーションソフトのインストール 

  ③ プロジェクターとの接続 

  ④ 発表技術 

  ⑤ バックアップ 

・情報モラル 

 

校内 ICT 研修（教職員対象）の内容について 

 ・タブレット PC の使い方 

 ・ワード（テストの作成 etc） 

   文頭の揃え方、図の挿入、罫線、表 



〈収入〉

24年度予算額 24年度決算額 差異 備考

50,000 48,000 -2,000 2,000円×25校

100,000 100,000 0

365,233 365,233 0

0 0 0

515,233 513,233

〈支出〉

事業区分 科目 24年度予算額 24年度決算額 差異 備考

講師謝金 100,000 96,750 3,250 研修会講師謝金・旅費・研究発表補助

旅費 150,000 120,289 29,711 全国大会旅費、会計監査旅費

資料費 40,000 3,000 37,000 全国大会資料代

借損料 5,000 0 5,000 会場費

通信運搬費 20,000 5,440 14,560 切手代他

消耗品費 20,000 5,000 15,000 電話代、封筒代、紙代、印刷代

会議費 10,000 0 10,000

小計 345,000 230,479 114,521

講師謝金 0 0 0

旅費 0 0 0

資料費 0 0 0

通信運搬費 0 0 0

消耗品費 0 0 0

賃金 0 0 0

小計 0 0 0

図書購入費 20,000 0 0

小計 20,000 0 0

資料費 0 0 0

通信運搬費 0 0 0

消耗品費 0 0 0

小計 0 0 0

130,233 0 130,233

495,233 230,479 264,754

20,000 0 20,000

515,233 230,479 284,754

雑収入

平成24年度　「情報」部会決算報告

区分

会費

助成金

繰越金

¥282,754

合計

研究大会
および
研修会

研究調査

研究図書
購入費

研究成果
刊行

予備費

中計

事務局費

合計

繰越金



〈収入〉

24年度予算額 24年度決算額 25年度予算額 備考

50,000 48,000 50,000 2,000円×25校

100,000 100,000 100,000 教育公務員弘済会研究助成金

365,233 365,233 282,754

0 0 0

515,233 513,233 432,754

〈支出〉

事業区分 科目 24年度予算額 24年度決算額 25年度予算額 備考

講師謝金 100,000 96,750 100,000 研修会講師謝金・旅費・研究発表補助

旅費 150,000 120,289 50,000 全国大会旅費、会計監査旅費

資料費 40,000 3,000 40,000 全国大会資料代

借損料 5,000 0 5,000 会場費

通信運搬費 20,000 5,440 8,000 切手代他

消耗品費 20,000 5,000 10,000 電話代、封筒代、紙代、印刷代

会議費 10,000 0 10,000

小計 345,000 230,479 223,000

講師謝金 0 0 0

旅費 0 0 0

資料費 0 0 0

通信運搬費 0 0 0

消耗品費 0 0 0

賃金 0 0 0

小計 0 0 0

図書購入費 20,000 0 50,000 情報部会で保管

小計 20,000 0 50,000

資料費 0 0 0

通信運搬費 0 0 0

消耗品費 0 0 0

小計 0 0 0

130,233 0 139,754

495,233 230,479 412,754

20,000 0 20,000

515,233 230,479 432,754

中計

事務局費

合計

平成25年度　情報部会予算（案）

繰越金 ¥282,754

合計

研究大会
および
研修会

研究調査

研究図書
購入費

研究成果
刊行

予備費

区分

会費

助成金

繰越金

雑収入



宮崎県高等学校等教育研究会情報部会 会則 

 

第 1 条（名称）本会は宮崎県高等学校等教育研究会情報部会と称する。 

第 2 条（会員資格）本会は情報免許状所持職員及び教科情報を履修する学校の情報授業担当者、ならびに本会会

長の認めたものをもって組織する。 

第 3 条（事務局）本会は、別に定める方法により事務局をおき、任期は 2 年とする。 

第 4 条（目的）本会は宮崎県の高等学校における教科情報教育の充実発展を期することを目的とする。 

第 5 条（事業）本会は前条の目的を達成するために次の事業を行う。 

 １．研修会、講習会その他会員の資質向上を目的とする事業 

 ２．図書類の編集ならびに発行 

 ３．その他 

第 6 条（役員）本会には次の役員をおく 

 １．会長 1 名 

 ２．副会長 1 名 

 ３．事務局長 1 名 

 ４．庶務・会計 若干名 

 ５．会計監査 2 名 

 ６．幹事 若干名 

第７条（役員の任期）役員の任期は 1 年とする。ただし、再任を妨げない。 

第 8 条（役員の任務）役員の任務は次のとおりとする。 

 １．会長は、本会を代表し会務を処理する。 

 ２．副会長は、会長を補佐し、会長に事故のある場合はその職務を代行する。 

 ３．事務局長は本会予算の出納、および会務の事務を行う。 

 ４．庶務・会計は事務局長を補佐する。 

５．会計監査は年 1 回の会計の監査を行う。 

第 9 条（役員会）役員会は次のものを持って構成する。 

 １．会長 

 ２．副会長 

 ３．事務局長 

 ４．幹事 

第 10 条（会議） 

 本会は次の会議を開催する。 

 １．総会は、会員の過半数を以て成立し、出席会員の過半数を以て議決するものとする。 

 ２．総会は、年 1 回以上開催し、必要事項を審議決定する。 

 ３．役員会は必要に応じて会長が召集する。 

 ４．専門委員会は必要に応じて設置し、委員は会長が委嘱する。 

第 11 条（経費）本会の経費は、負担金・補助金その他をもって充てる。 

第 12 条（負担金）負担金は教科情報を履修する学校１校あたり、年額２,０００円とする。 

第 13 条（会計年度）本会の会計年度は毎年 4 月 1 日に始まり 3 月 31 日に終了する。 

第 14 条（附則） 

 １．本会則の改廃は、総会の議決を経るものとする。 

 ２．本会則は、平成 18 年 7 月 13 日より効力を発する。 

 ３．本会則は、平成 22 年 10 月 6 日に改訂する。（事務局任期について） 

 ４．本会則は、平成 23 年 9 月 22 日に改訂する。（名称について） 



Ⅰ．事務局の選出方法について 

（平成 22 年度提案） 

 １．本会は運営を円滑にするために、会員の所属する学校を県央地区（宮崎市、日南市、串間市、西都市、東

諸県郡、児湯郡）、県西地区（都城市、小林市、えびの市、北諸県郡、西諸県郡）及び県北地区（延岡市、

日向市、東臼杵郡、西臼杵郡）の 3 地区に分ける。 

 ２．県央地区、県西地区、及び県北地区を輪番とし、県央地区、県西地区、県北地区の順で事務局担当地区を

決定し、その担当地区の中から事務局を選出し、会長がこれを委嘱する。年度別順番は次の通りとする。 

地区名 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

県北地区     ○ ○ 

県央地区 ○ ○     

県西地区   ○ ○   

   平成 27 年度以降は、上記の順番で事務局担当地区を決定する。 

資料    事務局該当会員校（県立） 

1 1 五ケ瀬中等教育学校 

2 2 高千穂高等学校 

3 3 延岡高等学校 

4 4 延岡青朋高等学校 

5 5 延岡星雲高等学校 

6 6 日向高等学校 

7 

県北 

7 門川高等学校 

8 1 都農高等学校 

9 2 高鍋高等学校 

10 3 妻高等学校 

11 4 本庄高等学校 

12 5 宮崎大宮高等学校 

13 6 宮崎東高等学校 

14 7 宮崎南高等学校 

15 8 宮崎西高等学校 

16 9 宮崎北高等学校 

17 10 赤江まつばら支援学校 

18 11 明星視覚支援学校 

19 12 日南高等学校 

20 

県央 

13 福島高等学校 

21 1 都城泉ケ丘高等学校 

22 2 都城西高等学校 

23 3 高城高等学校 

24 4 小林高等学校 

25 

県西 

5 飯野高等学校 

 

 

 

 

 

私立学校は全国組織として私学情報部会があるた

め、事務局該当校とはしないが、将来は私学の全国

組織の連絡をする学校が私学の中から必要になる

かもしれない。 



（平成 23 年度提案） 

事務局該当校の区割りに不均等があるために、これを是正したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 24 年度提案） 

事務局該当校の区割りに不均等があるために、これを是正したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  事務局選出方法について 
提案１ 
年度別順番の変更 
西 → 中央 → 北 → 中央 →

西  
 
提案２ 
学校数を均等になるようにして 
西 → 中央 → 北 → 
西 
 
提案３ 
現状のまま 

  事務局選出方法について 
年度別順番の変更 
西 → 中央 → 北 → 中央 →西  



（平成 25 年度提案） 

 １．本会は運営を円滑にするために、会員の所属する学校を県央地区（宮崎市、日南市、串間市、西都市、東

諸県郡、児湯郡）２つ、県西地区（都城市、小林市、えびの市、北諸県郡、西諸県郡）及び県北地区（延岡

市、日向市、東臼杵郡、西臼杵郡）の 4 地区に分ける。 

 ２．県央地区、県西地区、及び県北地区を輪番とし、県央地区、県西地区、県北地区の順で事務局担当地区を

決定し、その担当地区の中から事務局を選出し、会長がこれを委嘱する。年度別順番は次の通りとする。 

地区名 H 24 年度 H 25 年度 H 26 年度 H 27 年度 H 28 年度 H 29 年度 H 30 年度 H 31 年度 

県北地区  ○ ○    ○  

県央地区①    ○ ○   ○ 

県西地区 ○    ○ ○ ○  

県央地区②      ○  ○ 

   平成 27 年度以降は、上記の順番で事務局担当地区を決定する。 

※平成 23 年度・24 年度案では、年度別順番の変更が決められていたが、会則第 3 条に事務局

の任期は 2 年と謳ってあり、今年度の総会で会則の変更はしないと議決された為、上表のよ

うに変更が決まった経緯がある。 

資料    事務局該当会員校（県立） 

 1 1 五ケ瀬中等教育学校 

2 2 高千穂高等学校 

3 3 延岡高等学校 

4 4 延岡青朋高等学校 

5 5 延岡星雲高等学校 

6 6 日向高等学校 

7 

県北 

7 門川高等学校 

8 1 都農高等学校 

9 2 高鍋高等学校 

10 3 妻高等学校 

11 4 本庄高等学校 

12 5 宮崎北高等学校 

13 6 宮崎大宮高等学校 

14 

県央① 

7 宮崎東高等学校 

15 1 宮崎南高等学校 

16 2 宮崎西高等学校 

17 3 赤江まつばら支援学校 

18 4 明星視覚支援学校 

19 5 日南高等学校 

20 

県央② 

6 福島高等学校 

21 1 都城泉ケ丘高等学校 

22 2 都城西高等学校 

23 3 高城高等学校 

24 4 小林高等学校 

25 

県西 

5 飯野高等学校 

私立学校は全国組織として私学情報部会があるた

め、事務局該当校とはしないが、将来は私学の全国

組織の連絡をする学校が私学の中から必要になる

かもしれない。 

※ 県央①、県央②の組み分け

については、今年度再検討し

て、来年度変更・決定の予定 
     （5/17 総会にて） 



平成25年度　宮崎県教育研究会情報部会　会員名簿 2013/5/16

学校名

教
科
代
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者

会
員
氏
名

授
業
実
施
者
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報
教
科
の
免
許
保
持

情
報
以
外
の
担
当
教
科

総
会
参
加

学校名

教
科
代
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者

会
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氏
名

授
業
実
施
者

情
報
教
科
の
免
許
保
持

情
報
以
外
の
担
当
教
科

総
会
参
加

〇 田牧　由佳里 〇 〇 家庭科 〇 〇 原田　智洋 〇 〇 理科 〇

石山　貴文 〇 △ 数学 渡邊　浩司 〇 〇 数学

遠矢　豊 〇 △ 生物 桑畑　雄 〇 〇

西道　博臣 × 〇 数学 〇 前田　謙二 × × 数学

黒木　和樹 × 〇 生物 柿木　大和 〇 〇 なし

〇 宮本　理津子 × 商業 〇 山野　拓哉 〇 △ 理科

市野瀬　智一 〇 〇 商業 〇 黒田　正人 × 〇 数学

竹之内　哲郎 〇 〇 商業 中村　陽一 〇 △ 数学 〇

〇 長友　謙治 〇 △ 数学 村上　啓一 × 〇 生物 〇

星原　良治 〇 〇 商業 二原　祐二 〇 △ 数学

伊藤　八州彦 × 〇 理科 代永　祐一郎 〇 △ 数学

〇 川越　慎一郎 〇 〇 化学 〇 野崎　俊憲 〇 △ 商業 〇

大西　優子 〇 △ 家庭科 三嶋　和孝 〇 〇 物理

本部　拓 〇 △ 数学 〇 谷口　達也 〇 〇 数学

髙橋　広興 〇 △ 数学 村田　芳伸 〇 △ 数学

曽我部　友裕 〇 △ 生物 髙橋　誠一郎 〇 △ 数学

〇 山口　将人 〇 〇 〇 大平落　俊昭 〇 〇 数学 〇

野村　浩一郎 〇 〇 物理 緒方　賢一 × 〇 数学

石崎　道也 〇 △ 数学 〇 清水　良浩 〇 〇 数学

藏元あゆみ 〇 △ 都甲　昇平 〇 〇 商業

下村　良一 × 〇 物理 〇 原　忠啓 〇 〇 商業

溝上　俊彦 × 〇 物理 横田　和登 〇 〇 理科

宮崎北高等学校 〇 佐藤　克則 〇 〇 数学 日野　貴宣 〇 〇 理科

〇 松元　若明 〇 〇 なし 〇 河野　健太 〇 × 理科TT

河野　真二 × 〇 数学 甲斐　信也 〇 × 商業（実教）TT

明星視覚支援学校 〇 伊集院　正 × 美術 小川　剛史 × 〇 商業

〇 井野　敬道 〇 △ 商業 〇 長倉　真紀 × 〇 商業

加藤　裕子 〇 △ 商業 〇 木野　浩二 × 〇 化学

西原　秀雄 〇 △ 商業 永野　利男 〇 〇 生物

岩切　寿典 × 〇 数学 〇 橋口　昌仁 〇 〇 数学 〇

妻高等学校 〇 木下　文仁 〇 △ 簿記 〇 上畠　慎吾 〇 物理

〇 湯淺　弘一 〇 〇 物理 〇 甲斐　久夫 × 理科 〇

池田　寛 〇 △ 物理 〇 日高　芳美 〇 △ 数学

藤野　泰義 〇 △ 数学 大里　徹 〇 △ 数学

〇 堀内　健太郎 〇 △ 理科 黒木　信寿 〇 △ 数学

西下　勇樹 〇 △ 理科 〇 五ケ瀬中等教育学校 〇 井口　厚志 〇 △ 中学技術 〇

木原　正孝 × 〇 〇 春田　章子 × △ 〇

〇 佐藤　誠 〇 △ 商業 末森　伸一 〇 〇 英語

四元　康司 × 〇 理科 川口　由紀子 〇 △ 商業

〇 上原　愛奇子 〇 △ 家庭科 〇 興呂木　良朗 × 〇 理科

岩切　佳代子 〇 △ 音楽 日高　伸 × 〇 理科

松浦　正徳 〇 △ 公民 赤木　正幸 × 〇 工業

河野　正臣 × 〇 数学 〇 西留　和彦 〇 〇 なし 〇

高千穂高等学校 〇 甲斐　美恵 〇 〇 家庭科 〇 杉尾　英樹 × 〇 数学

〇 一安　武敏 〇 〇 理科 〇 井上　誠一郎 × 〇 理科

井上　昇和 〇 〇 数学 〇 元浦　一 〇 〇 数学

日髙　晋介 〇 〇 理科 黒木　輝親 〇 〇 理科

宮田　学 〇 △ 理科

聖心ウルスラ学園
高等学校

日向学院高等学校

日章学園高等学校

宮崎南高等学校

延岡青朋高等学校

延岡青朋高等学校
（通信制）

延岡高等学校

都農高等学校

宮崎大宮高等学校

宮崎東高等学校
（通信制）

宮崎東高等学校

本庄高等学校

赤江まつばら支援学校

宮崎西高等学校

日向高等学校

延岡星雲高等学校

高城高等学校

高鍋高等学校

都城泉ケ丘高等学校

都城西高等学校

日南高等学校

小林高等学校

福島高等学校

飯野高等学校

門川高等学校



 

 

平成 25 年 5 月 17 日(金) 

平成 25 年度 宮崎県高等学校等教育研究会情報部会総会・研修会のアンケート 

本日の研修会に関するアンケートをお願いします。 

研修１ 「最新の ICT の動向、授業における ICT 活用、校務の情報化等について」 

  ためになった(   )    よくわからなかった(   ) 

 感想がありましたらお書き下さい。 

 

 

 

研修２ 「授業の実践事例と全国の情報教育の現況について」について 

  ためになった(   )    よくわからなかった(   ) 

 感想がありましたらお書き下さい。 

 

 

 

 

今回の研修会等に関して 

 感想や意見がありましたらお書き下さい。 

 

 

 

今後希望する研修内容がありましたらお書き下さい。 

 

 

 

ありがとうございました 

ワード・エクセルの応用、画像・動画・フラッシュアニメ等 


